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【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  35/195    (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/86     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  32/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/04     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  38/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  39/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ  35/16    ＺＡＢＡ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｊ  32/00    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  35/04    ３０１Ｎ
   Ｂ０１Ｊ  35/04    ３０１Ｐ
   Ｂ０１Ｊ  37/08    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  37/04    １０２　
   Ｃ０４Ｂ  38/06    　　　Ｄ
   Ｂ０１Ｄ  39/20    　　　Ｄ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年11月18日(2014.11.18)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　網状微小構造を有するコージエライト主相からなる多孔質セラミック材料であって、２
０ＭＰａ超の正規化強度、（ＭＯＲ）（ｒｅｌＣＦＡ）-1（１－気孔率／１００）-1を示
す多孔質セラミック材料：式中、ＭＯＲは、長さ尺度の平方単位当たりのセルの単位で表
されたセル密度（ＣＤ）および長さ尺度の単位で表されたハニカムマトリクスのセル壁厚
（ＴWALL）を有するハニカムサンプルの、ＡＳＴＭ　Ｃ１６７４－０８にしたがう４点曲
げ破壊係数試験から得たＭＰａの単位で表された値であり、ｒｅｌＣＦＡは、ｒｅｌＣＦ
Ａ＝ＴWALL［２Ｌ－ＴWALL］／Ｌ2とここに定義される相対閉鎖前方面積であり、Ｌ＝Ｃ
Ｄ－１／２であり、気孔率は、水銀圧入ポロシメトリーにより測定された、％で表される
全気孔率である。
【請求項２】
　前記コージエライト主相が１０μｍより小さい中央結晶粒サイズを有することを特徴と
する請求項１記載の多孔質セラミック材料。
【請求項３】
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　前記コージエライト主相が５０μｍ未満の平均領域サイズを有することを特徴とする請
求項１または２記載の多孔質セラミック材料。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
　異なる網状コージエライト材料サンプルおよびそれらの微粒子の比較サンプルの性質が
表２にまとめられている。ｄ１０、ｄ５０、ｄ９０などの値はマイクロメートルの単位で
表され、気孔率％は無次元であり、細孔径および気孔率は、水銀圧入ポロシメトリーによ
り測定されている。一例として、ｄ１０、ｄ５０、およびｄ９０の値は、体積基準の全細
孔径分布の１０％、５０％、および９０％での細孔直径である。具体的に、ｄ１０は、９
０％の積算水銀圧入体積での細孔直径であり、ｄ５０は、５０％の積算水銀圧入体積での
細孔直径であり、ｄ９０は、１０％の積算水銀圧入体積での細孔直径である。それゆえ、
体積基準で、細孔の１０％はｄ１０より小さく、細孔の５０％はｄ５０より小さく、細孔
の９０％はｄ９０より小さい。
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【表２－１】



(4) JP 2013-512189 A5 2015.1.15

【表２－２】
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